























































2012 年 12 月から 2013 年 2 月に実施した。 
3． 調査方法 
1) インタビュー実施前後で、原田らの日本語版
























































い(24)、自分(24)】の 12 語であった。対象の約 4 分




験(12)】の 13 語だった。 
3． エイジズム変化別単語間の関係性 
対象者の 4 分の 1 にあたる 11 語以上の頻度で出









































































































 本研究の対象者は、47 名と少なく、FSA 変化別
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